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この冊子では、中野区商店街チャレンジ戦略支援事業の「イベント事業」につい

て、特にご注意いただきたい事項をまとめて解説をしています。イベント事業実施

に際しての参考としていただき、適正な処理をお願いします。 
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１ 年間の申請限度数 
   
① 一般のイベント事業 ： 最大３事業まで                   

※商店街単独実施：２事業まで 

他商店街との共催事業を含む場合：合計３事業               
 
② その他事業 ： 各１事業まで 

・ 組織活力向上支援事業（※法人化している商店街のみ。） 

・ 全国連携事業                       

・ こども応援事業 

・ 婚活応援事業                 

・ 小額支援事業 
 

  ※「小額支援事業」は、これまで商店街活動を実施できなかった商店街が活動再開の 

きっかけとして利用し、活動が軌道に乗るまでの間の利用を想定した事業です。 

商店街が、防災や環境など当該商店街に相応しいテーマを掲げ、実施する事業に 

支援します。 
 

≪商店街担い手育成支援事業(令和 8 年度新設)≫ 

   ・ 女性活躍推進事業 

・ 若手・女性支援事業 

・ 担い手確保支援事業 

 

 

 

２ イベント事業の具体的な例 

 

１ 地域の資源を活かしたイベント（文化・歴史など） 

①季節のイベント（七夕・盆踊り・クリスマス等） ②スポーツイベント ③スタンプラ

リー・ウォークラリー、④各種フェスティバル、コンクール（コンサート、音楽祭、スト

リートアート、シャッターアートコンクール等） ⑤地産地消イベント ⑥観光物産展  

⑦朝市・夜市 ⑧婚活応援イベント  

２ 資源リサイクル、環境美化に資するイベント 

①エコキャンペーン(アルミ缶・ペットボトル等回収、エコバッグ配布、ごみゼロイベント

等）②クリーンキャンペーン(地域清掃イベント等) ③フリーマーケット ④リサイクル

用品フェア 

３ 地域福祉、健康に資するイベント 

①高齢者用品フェア ②高齢者等を招待してのイベント ③健康フェスティバル 

４ 防犯防災や生活安全に資するイベント 

①防犯・防災フェア ②防災・避難体験訓練イベント ③交通安全キャンペーン 

 
  

Ⅰ 事業概要（イベント） 

各事業メニューの概要は、概要版マニュアルＰ２、３の事業一覧をご覧ください。 



３ 対象・対象外経費 

 

※全経費に共通して、イベントに直接関係のないものは対象外です。 
 

１ 事前周知に関する経費 

No 区 分 主な補助対象経費 

領収書・請求書等の他に

実績時、提出するもの

（例） 

主な補助対象外経費 

1 

ポスター、チラ

シ等の制作費 

※作成例は P.18

参照 

・制作、印刷費、 

用紙購入費 

・現物（ポスター、チラシ 

等） 

・写真（ポスター等の掲示 

状況が確認できるもの） 

・使用実績のないもの 

※配布・掲示なし・写

真等で確認できない

掲示物や設置物 

 

・会員が個人で所有のコ 

ピー機等の使用に係 

るインク代、トナー代 

 

・周知費用（広告宣伝費） 

以外に係る印刷費等

（内部資料、役員等へ 

の案内状、出演依頼 

文、近隣挨拶文等） 

 

・正式なイベント名・商 

店街名の記載がない 

もの 

 

・当該イベントと無関係 

な記載が含まれるもの 
※当該イベント実施 

商店街が主催する 

他事業等の情報で 

あり、チラシ等の印 

刷面積の1/10以下 

の範囲である場合

は可。 

2 

新聞折込・ポス

ティングに係

る経費 

※ポスター、チ

ラシ等 

・新聞折込料 

・ポスティング料 
 

3 

広告掲載料 

 

※新聞、雑誌、 

テレビ等 

・広告掲載料（新聞、

雑誌、テレビ等） 

・現物（掲載された新聞記 

事など） 

※提出不可の場合は、写真 

（掲載されたことが確認 

できるもの） 

4 

案内看板等の

制作費 

 

※当該イベン

トの周知を

目的とした

もの 

・制作費 

※案内看板(立看 

板）、横断幕、フ 

ラッグ等 

・写真（制作物の内容、設 

置状況が確認できるも 

の） 

・備品の場合は、備品台帳 

5 
抽選券、福引券

等の制作経費 
・制作、印刷費 ・現物 

・使用実績のないもの 

※配布しなかった抽 

選券、福引券等 

6 

当該イベント

専用のホーム

ページの制作

費 

・新設または内容

更新に係る委託料 

 

 

 

 

 

・当該イベント専用のホ

ームページの画面コピ

ー 

 

・既存の商店街ホームペ 

ージの更新・維持経費

（経常経費と判断） 

・当該イベント専用と判 

断できないもの 

 

イベント専用のホームページの新設とは、以下いずれかを言う。 
 
・イベント名.com といったイベント限定ドメインを取得したもの 
・通常の商店街ホームページの表示とは異なる形でイベントページ 

が新たに出現するもの 



２ 会場設営・運営委託に要する経費 

  ※生業としている事業者へ委託するようご注意ください。 

No 区 分 主な補助対象経費 

領収書・請求書等の他

に実績時、提出するも

の（例） 

主な補助対象外経費 

1 

設営・工事・

物品レンタル

費 

※舞台設営、電 

気、装飾、照 

明、音響設備 

工事等に係る 

・舞台、櫓、客席等

の設営費 

・電気、照明工事

費 

・音響設備工事費 

・イルミネーショ

ン装飾に係る経

費 

・物品レンタル料 

・設置（使用）状況が確

認できる写真 

 ※設営中の写真は提

出不要 

・備品の場合は、備品台

帳 

 

 

 

 

 

 

・イベント実施期間外に

係る経費 

・備品等の修理代 

2 

イベントの企

画支援・運営

委託に要する

経費 

・企画への支援を

委託する経費 

・運営の一部を委

託する経費 

 

 

 

 

・当該イベントの企画運

営の全てを委託した場

合（ただし、条件付きで

可の場合あり） 

※P.12⑤参照 

3 
会場警備、廃

棄物処理等を

委託する経費 

法令遵守！ 

資格を有する事業

者に委託すること 

 

・会場警備、廃棄

物処理等を委託

する経費 

・実施したことが確認で

きる写真 

・資格のない事業者に委

託した場合、警備業法

や廃棄物処理法に違反

した場合は、事業全体

が補助対象外 

 ※警備委託について

は、資格を有していな

い事業者にも委託でき

るケースあり。資格可

否については専門（警

察等）に相談すること。 

4 会場賃借料 ・会場賃借料 

・使用したことが確認で

きる写真 

・会場賃借料の証拠とな

る書類（契約書や料金

表） 

・商店街内での事前打合

せや、出演者、委託業者

との事前打合せに係る

会場賃借料 

5 

ゲーム類を行

うための経費 

※金魚すくい、 

輪投げ等 

・ゲーム類を行う

ための会場設営

に係る経費 

・物品レンタル料 

・設置(使用)したことが

確認できる写真 

・備品の場合は、備品台

帳 

 

6 
会場装飾等に

係る経費 

・当該イベントら

しさを演出する

ための装飾に係

る経費（七夕飾

り、提灯、クリス

マス装飾等） 

・会場案内表示版

等の作成費 

・装飾、掲出したことが

確認できる写真 

・備品の場合は、備品台

帳 

 

【実施状況により】 
・見積書 

※P.11、19参照 
・契約書 
 ※P.11、19参照 
・商店街の企画内容 
をまとめた資料や
議事録 

 ※P.22参照 



３ 景品購入費 ※P.26～28 参考資料あり 

No 区 分 主な補助対象経費 

領収書・請求書等の他

に実績時、提出するも

の（例） 

主な補助対象外経費 

1 景品購入費 

 

法令遵守！ 

 

・当選者１名あた 

りの景品単価１ 

万円以下の部分 
(ペア券の場合は 1

人あたり 1 万円以

下の部分） 

 

・景品総額 90万円

以下の部分 

 

・抽選方法、景品内

容、本数が不特定

多数の方に事前

周知されたもの、

またその個数以

下の部分で配布

した分（ポスタ

ー、チラシ等によ

り） 
※P.21参照 

 

・商店街商品券の 

場合、配布して 

換金された部分 

 

・景品の写真（全種類、

全数分の写真） 

 

・景品払出表 

 

・商店街商品券換金簿 

 ※商店街商品券を景 

  品とする場合。 

 

・景品受払簿（景品１点

ごとに当選日、景品名

を記録した受払簿） 

 ※当選者１名あたり 

の景品単価が１万 

円以上の場合は、 

必ず提出すること。 

※発送記録(伝票等) 

がある場合には代

替可能。なお、景品

1点ごとに、発送日・

送付した景品名の

記載が必要。 

・当選者 1名あたりの景 

品単価が 1万円を超え 

る部分（ペア券の場合は１ 

人あたり１万円を超える部 

分） 

 

・景品総額 90万円を超え 

る部分 

 

・不特定多数の方に事前 

周知されていないもの 

、事前周知した個数を 

超えた部分 

 

・換金されなかった部分 

 ※商店街商品券の場合 

 

・景品表示法に違反した 

場合は事業全体が補助 

対象外 

 

・未配布のもの 

 

・現金、宝くじ 

 

・大型店の商品券（商店街 

会員店舗の場合を除く。） 

 

・景品としての供与を禁 

止しているもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●景品とは 次のような方法によって提供する相手方を定め、提供する物品等を指します。 
 
・抽選、じゃんけん、宝探しなどの偶然性を用いて定める方法 
・クイズ、パズルなどの解答を募集し、その正誤によって定める方法 
・競技、演技、遊技等の優劣によって定める方法 
・作品等（写真、キャッチフレーズ）を募集し、その優劣によって定める方法 



４ 記念品購入費 ※P.26～28 参考資料あり 

No 区 分 主な補助対象経費 

領収書・請求書等の他

に実績時、提出するも

の（例） 

主な補助対象外経費 

1 

記念品購入費

（イベント来

場者用の無料

配布品の購入

費） 

 

法令遵守！ 

※原則、1名あた

りの記念品合計

額は200円以下

厳守！ 
詳細は P.28 参照 

 

・配布方法、記念

品内容、本数が

不特定多数の方

に事前周知され

たもの、またそ

の個数以下の部

分で配布した分

（ポスター、チ

ラシ等により） 

 

・商店街商品券の

換金された部分 

 

・記念品の写真（全種類、

全数分の写真） 

 

・記念品払出表 

 

・商店街商品券換金簿 

 

・不特定多数の方に事前 

周知されていないもの 

、事前周知した個数を 

超えた部分 

 

・換金されなかった部分 

 ※商店街商品券の場合 

 

・景品表示法に違反した 

場合は事業全体が補助 

対象外 

（１名あたりの記念品 

合計額が 200 円を超え 

た場合等） 

 

・未配布のもの 

 

・現金、宝くじ 

 

・大型店の商品券（商店街 

会員店舗の場合を除く） 

 

・記念品としての供与を 

禁止しているもの 

 

 

 

 

 

  

●記念品とは 抽選等によらず次のような例により提供する物品等を指します。 
・イベント来場者、先着◯名様に□□をプレゼント 
・イベントの△△△大会参加者、先着◯名様に□□をプレゼント 
・商店街で◯円以上ご利用のお客様に□□をプレゼント（◯名様分、なくなり次第終了） 



５ 出演料 

No 区 分 主な補助対象経費 

領収書・請求書等の他

に実績時、提出するも

の（例） 

主な補助対象外経費 

1 

イベント出演

者に対する出

演料 

※大道芸やコ

ンサート等 

・出演料 

※生業とする方へ

の支払いは、金

額に応じて収入

印紙の貼付が必

要 
詳細は P.19⑤参照 

 

・１件当たり(1日) 

100万円以下の部 

分 

 

・出演状況が確認できる 

写真（出演者名を余白

に補記すること） 

 

・お子さん用に、現金に 

代わりお菓子などを出 

演料として渡す場合 

は、購入(用意)したお 

菓子の写真 

 

・１件当たり(1 日)100 

万円を超える部分 

 

・出演料とは別に支払わ 

れる交通費、飲食、菓 

子折り、手土産等 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊出演団体から領収書をもらう際の注意！ 
出演料を口座振込する場合、領収書に記載の受領者と、振込明細書などの口座名義人は 
同一とすること。 
※上記が確認できないケース（受領者氏名が通称、愛称、活動名等で記載されている等） 
が見受けられます。このようなことがないよう、領収書には、団体名及び団体代表者 
氏名を記載してもらってください。 

＊謝礼の現物支給時に注意！！ 
出演者が小さなお子さんなど、現金を支払うことがふさわしくないと判断された 
場合は、現金の代わりにお弁当やお菓子などを提供することが一部認められています。 
この場合も、受領書の提出が必要です（出演団体代表者が受領）。 



６ その他諸経費 

No 区 分 主な補助対象経費 

領収書・請求書等の他

に実績時、提出するも

の（例） 

主な補助対象外経費 

1 

制作費 

※金券(商店街 

商品券等)、 

応募用紙 

・金券(商店街商品 

券等)の制作費 

 

・応募用紙の印刷 

経費 

・商店街商品券、応募用 

紙の現物 
・未使用(配布)のもの 

2 

アルバイト賃金 

 

※イベント事業 

のために臨時 

に雇い入れた 

短期雇用者の 

賃金 

法令遵守！ 

 

・時間給 1,310 円   

以下の部分 

 

＊東京都の最低賃

金遵守 

(1,226 円) 

＊6 時間を超える

従事は休憩時間

が必要 

＊8 時間を超える

従事は割増賃金

分を含む。 

 (1.25 倍以上) 

・賃金台帳 

※領収書か賃金台帳の

どちらかを提出する

こと。 
※作成例は P.18、57 参照 

 

・従事内容ごとに、実際

に業務に従事してい

る様子が確認できる

写真 

 

 

 

 

 

 

 

・商店街会員、及びその

同居する親族（同一生

計）に対する、アルバ

イト賃金 

 

・時間給1,310円を超え

る部分 

 

・イベントの運営事務

(補助金関係書類・領

収書等の整理など)に 

係るアルバイト代 

 

・労働基準法、最低賃金

法に違反した場合は

事業全体が補助対象

外 

 

3 

個人又は団体

への謝礼 

 

※イベント事業 

への協力、設 

備、物品の提 

供等に対する 

・金品(現金、区 

内共通商品券、中

野区デジタル地域

通貨（ナカペイ）

等)  

 

・菓子等の品物代 

・謝礼別提出書類 

〈現金〉 
 受領書(領収書)※ 
〈菓子等品物〉 
①受領書(領収書)※ 
②品物購入時の領収書 
③品物の写真 
※人数が多い場合等 
は「各人から貰う受 
領書」を「謝礼台帳」 
に代えることも可。 

 

・設備、物品等の提供に

対して謝礼をした場

合は、その設備や物品

等の写真 

・商店街会員、及びそ

の同居する親族（同

一生計）に対する謝

礼 

 

・行政機関に対する謝

礼 

 

・来賓等に対する謝礼 

4 

 

保険料 

 

※賠償責任保 

険料、傷害 

保険料 

・来街者等外部向

けの保険料 

※イベントの準 

備及び撤去期 

間を含む。 

・保険証券等内容が確認

できるもの（被保険対

象、対象期間等） 

・商店街関係者を対象と 

する保険 

 

・イベント中止の保険 

●6時間超～8時間以下 
→45 分間休憩 

●8時間超 
→１時間休憩 

 
※従事時間に休憩時間 
は含まない。 



No 区 分 主な補助対象経費 

領収書・請求書等の他

に実績時、提出するも

の（例） 

主な補助対象外経費 

5 光熱水費 

・使用用途及び使

用量が明確な部

分（従量制で契

約） 

・燃料費（プロパ

ンガス等） 

・使用したことが確認

できる写真 

（イベント用に用意した

メーター設置写真等） 

・◯kwh、◯㎥などと使

用料が確認できるも

の 

・使用用途及び使用量

が不明瞭なもの 

6 振込手数料 

・補助対象経費の

支払いのための

振込手数料、代

引き手数料 

 

 

 

・振込依頼書や振込明

細書 

・宅配業者の引換書等 

・両替手数料 

・補助対象外経費の支 

払いに要した手数料 

7 送料 

・抽選等の参加・ 

応募の申込みに 

対する、各種回 

答発送に係る経 

費 

※当選者通知発 

送、景品発送 

等 

 

・景品等を仕入れ 

たときの送料 

・送付先リスト 

 

・送付文等（同封したも

のがある場合） 

 

・宛名等確認できる宅配

便の送り状（発送伝

票） 

 

 

・以下に対するものの送

料 

 

①スタッフ 

②来賓 

③商店街関係者 

④委託等事業者 

⑤出演者 

 

 

8 
道路使用許可

手数料 

・イベント実施に

伴う道路使用許可

手数料 

・道路使用許可申請書 

 
 

9 
ごみ処理に関 

する経費 

・事業系一般ごみ

処理手数料 

 

・ごみ処理券購入

費 

 

・ごみ袋購入経費 

・イベントごみの量がわ

かる写真 

 

 

 

・使用されなかった部分 

10 備品購入費 

 

・備品購入費 

 

・使用状況が確認でき

る写真 

 

・備品台帳 

・当該イベント以外でも

一般に使用できるよ

うな汎用性の高いも

の 

 

・備品の修理代 

＊１件１００万円以上の経費に係る支払いについては、必ず口座振込とすること。 



No 区 分 主な補助対象経費 

領収書・請求書等の他

に実績時、提出するも

の（例） 

主な補助対象外経費 

11 消耗品購入費 

 

・消耗品購入費 

 

・使用状況が確認でき 

る写真 
・当該イベント以外でも

一般に使用できるよ

うな汎用性の高いも

の 

 

・使い切っていないもの 

 

・有料レジ袋 

12 
駐車場、倉庫

等の賃借料 

・駐車場、倉庫等の 

 賃借料 

 ※イベント実施 

期間中に発生 

したもの 

・使用状況が確認でき 

る写真 

 

・契約書や料金表 

・生業として貸出を行っ

ていない施設 

・イベント実施期間外の

物品等の保管目的に 

 係った経費 

13 

イベントで使

用した共有物

のクリーニン

グ代 

・備品台帳にて管

理されている商

店街法被や横断

幕等 

 

・町会等から無償

で借用した紅白

幕等を返却する

にあたり生じた

クリーニング代 

・使用状況が確認できる

写真 

 

・備品台帳 

 

 

 

 

 

・使用状況が確認できな

いもの 

 

・有償で借用した場合の

クリーニング代 

（通常、借用料にクリ 

ーニング代も含まれ 

ると解されるため） 

 

14 
イベント記録

用写真撮影代 

・イベント記録用

写真に係る経費

※総額 1万円以 

下の部分 

 

・写真撮影代 

※撮影者への謝 

礼を含む 

 

・写真プリント代 

・プリントした写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

・総額 1万円を超える部

分 

 

・写真機材自体に係る経

費（カメラ、メモリー

カード、インク代等） 

 

・実績報告提出用の写真

プリント代 

15 

スタッフ用ウ

ェア制作費 

※イベントＴ 

シャツ等 

・イベント名、商

店街名が記載さ

れたウェア制作

費 

 

 

・着用状況が確認できる

写真 

 

・備品台帳 

※次回以降も当該イ 

ベントで使用する 

場合 

・商店街関係者に謝礼と

して配付したもの 

 

・未配付(使用)分 

 

 

  



４ イベント事業を実施するにあたっての注意点 

 

 明らかに違反していると認められた場合は、事業全体が補助対象外となります。 

①景品表示法（イベントで配布する景品や記念品）P.26～28 参考資料あり 

 ・景品の単価や総額、記念品の単価は、法に定めがあります。 

②労働基準法、最低賃金法（アルバイト雇用） 

 労働基準法における休憩時間の取り扱いは以下のとおりです。 

 ・労働時間が 6 時間以内 ・・・・・・・休憩なし 

・労働時間が 6時間超～8時間以内・・・45分 

・労働時間が 8時間超 ・・・・・・・・1時間 

 また、8 時間を超えた時間につき、１時間あたりの割増賃金（1.25 倍以上）を支払う必要が

あります。 

 ・東京都の最低賃金を遵守してください。 ※補助上限額については P.7 参照 

（参考：令和 7年 10 月 3日から時間額 1,226 円。直近で必ず確認を！） 

③著作権法（音楽） 

・音楽使用料について確認をしてください。 

 JASRAC（一般社団法人日本音楽著作権協会）東京支部 ☎03-5157-1162 

④著作権法（肖像権） 

 ・著作権法で保護されたキャラクターやマーク等は使用できません。 

⑤道路交通法 

 ・道路でイベントを行う場合、「道路使用許可」（警察署）等の申請が必要です。 

 ・道路に工作物を設置する場合には、別途道路管理者（区道なら道路管理課、 

都道なら三建）に道路占用許可を取る必要があります。 

⑥その他 

・警備業法で定める警備業務を委託する場合は、資格を有する事業者に委託

する必要があります。 

・公園を使用する場合の許可申請や、食料品を扱う出店をする場合の保健所

への届出など、法令等で必要な申請や届出は漏れなく行ってください。 

  

  

  収益はすべて計上する必要があります。また、実績報告時には、補助対象経費から収益を差

し引いた額で補助金額を算出します。 

①模擬店等の出店料、売上 
 ・個店や他団体の出店料、フリーマーケットの出店料など。 

 ・売上について、他団体への場所の無料提供のみで、売上は商店街会計

に計上されない場合、計上不要です。 

②広告料 

・イベント会場に広告看板を掲出して広告収入を得るなど。 

③協賛金  P.29、30 参考資料あり 

・協賛看板、企業名入り提灯、ポスター等での協賛金の表示、 

イベント期間中の協賛金、寄付、お祝い金は、イベントに対する収入と捉えます。 

２ 収益事業 

１ 法令遵守  

△
△
祭
□
□

□
協
賛
金 



  

①適正事業者への発注 

・当該業務を生業としている事業者（個人事業主を含む）に発注してください。 

・明らかに適正業者ではない事業者に発注した場合、当該経費は補助対象外です。 

 （例）ラーメン屋にチラシの印刷を依頼 ⇒ 生業としていないため対象外 

・発注先事業者の生業業務であるかどうか不明な場合には、証明できる資料（登記（履

歴事項全部証明書）の写しや定款、会社概要などの冊子等）の提出を求めます。 

②1件 100 万円以上の経費に係る見積書・契約書 

・同一条件で 3者以上から見積書を集め、最も条件のよい 

（最も見積金額の低い）事業者を選定してください。 

・契約書を交わしてください。 

・分割契約とならないようご注意ください。（経費区分が異なる場合でも、同一事業者に

発注する場合は、一つにまとめて見積もり依頼等をしてください。） 

③原則、現金又は口座振込による支払とすること 

 ⑴ 100 万円以上の経費に係る支払い方法 

・支払いは、必ず口座振込とし、口座振込をしたことがわかる資料も提出してくだ

さい。 

 ⑵ 代金支払時にクレジットカード、ポイント、電子マネー等を使用［ＮＧ×］ 

・下記支払いはポイント（利益）を享受できてしまうため、原則として代金支払時

に使用しないでください。 

 クレジットカード × 
 

・やむを得ずクレジットカードを利用した場合は、下記ア）～ウ）の書類が全て整

っている場合に限り、取得したポイント分を補助対象経費から差し引き、対象と

判断できる場合があります。 

（取得ポイントの金額換算不明な場合は、当該経費を補助対象外とします。） 

ア）ポイント分（期間限定ポイントアップ含む。）を控除する必要があるため、

明細が分かる書類 

イ）法人のクレジットカードを持っていない法人商店街や任意の商店街では、

会長や担当者の個人名義のカードを使うことになるため、当該個人名義の

支払が商店街事業に関する支払であることの確認や商店街からカード名

義人への金銭支払を証明する書類 

ウ）補助期間内に口座からの引き落としまで完了している必要があるため、引

落日の分かる書類 

 電子マネー、QRコード決済 × 

・キャッシュレス決済の場合も、カードやアプリにクレジット機能が紐付いてい

る場合や、ポイント付与されるケースが多いため上記同様の取扱いとなります。 

 

 

 

 

ポイント分は補助対象外になります！！ 

・ポイントを「貯めない・使用しない」ため、ポイントカード、クレジットカ
ード、電子マネー、QR コード決済等の使用・支払いは避けてください。 

3者分 

３ その他  



④ポスター、チラシ等の掲載内容（イベントの周知を目的としたもの） 

・イベント名、商店街名は正式名称で表記してください。（略称での表記は不可） 

 ・開催期日や期間の掲載は必須です。 

・イベントの周知に必要な内容のみ掲載可能です。 

詳細は P.20、21 参照 

 

 

 

 

 

 

⑤イベントの企画・運営の全てを委託（委託事業者への丸投げ）［ＮＧ×］ 

・商店街が自ら企画・運営する事業のみが補助対象です。 

そのため、次のような場合には、「商店街が企画運営に関わっていること」を証明す

る必要があります。 

⇒ ア）１事業者に全ての業務を委託する場合等 

例：会場設営・出演者手配・広報など、すべてを 1社に任せる場合 

イ）季節装飾（イルミネーションや七夕飾り等）事業の場合 

 

［提出書類］ 

  企画運営を商店街が行っていることが確認できる資料や議事録等 

   議事録作成例は P.22 参照 

⑥景品、記念品の事前周知 

・景品、記念品はポスターやチラシ等で品名や数量等を事前周知 

することが大原則です。 

・事前周知をしない場合、当該経費は補助対象外です。 

詳細は P.20、21 参照 

⑦アルバイト賃金 

・実施主体である商店街関係者及びその同居する親族（同一生計）に対する賃金は補助

対象外です。 

・労働基準法を遵守、東京都の最低賃金を遵守（P.10 1-②参照） 

⑧イベント協力者への謝礼 

 ・実施主体である商店街関係者及びその同居する親族（同一生計）に対する謝礼は補助

対象外です。 

⑨写真の撮影 

 ・すべての経費について、写真の撮影・提出をお願いいたします。 
詳細は P.23～25 参照 

季節装飾（イルミネーションや七夕飾り等）事業も周知は必須！ 

商店街への来街や集客を促すためのイベント実施であることから、 

必ずポスター、チラシ等での周知を行ってください。 

経費計上の有無は問いません（商店街が自作したポスターを会員店舗 

等に掲出等でも可）。 

申請時、実績報告時に周知方法を記載してください。 



 

★ 提出書類一覧・提出期間・提出先 

 

（１） 提出期間 １回目申請：令和８年２月１６日（月）～ 同年３月６日（金） 

２回目申請：令和８年６月１５日（月）～ 同年７月３日（金） 
 

（２） 提 出 先 中野区商店街連合会事務局（助成金担当） 

         住 所：中野区中野２－１３―１４（産業振興センター２階） 

ＴＥＬ：０３－６４５４―１９９５ 

 

 

 

 

 

 

★ 提出書類一覧・提出期限・提出先 

 

（１） 提出期限 申請したイベント実施予定期間の開始日の 1 か月前まで 

         例：申請したイベント実施予定期間が 9 月 15 日～9 月 20 日の場合、 

            8 月 15 日が提出期限。 

 

（２） 提 出 先 中野区商店街連合会事務局（助成金担当） 

住 所：中野区中野２－１３―１４（産業振興センター２階） 

ＴＥＬ：０３－６４５４―１９９５ 

  

 提出書類 記載例 

1 .必須  交付申請書 ※イベント・活性化共通のため、１商店街につき１枚 P.42 

2 .必須  別紙 P.43 

3 .必須  事業費経費別明細 P.44 

4  他商店街との共催事業のみ  経費按分表 P.45 

5  若手・女性支援、女性活躍推進事業のみ  構成員名簿 P.46 

6  100 万円以上の契約を結んだ場合のみ  見積書（１事業者分）  
P.11 

※説明のみ 

 提出書類 記載例 

1 .必須  変更等承認申請書 P.47 

Ⅱ 交付申請について 

Ⅲ 変更（中止）承認申請について 

 

上記、Ⅱ・Ⅲに記載の申請書類（Ⅱ-6、7 以外）は、 

区ＨＰからダウンロード可能です。 

 

 

中野区商店街チャレンジ 

 検索 

 ※区 HP タイトル「商店街等が行うイベント事業や活性化事業などに助成します」 



 

★ 変更（中止）承認申請における注意事項 

 

事業の名称、実施期間等の内容を変更・中止しようとする場合は、区の承認（変更等承認申請の

提出）が必要となります。 

 

＜＜変更される場合、事業実施前に変更内容を必ずご相談ください！！＞＞ 

 

（１）判断基準（変更承認申請が必要か不要か） 

必 要 

・事業名称の変更 

  ※変更した場合には、ポスター・チラシに記載するイベント名称

は、変更後の正式な事業名称を記載してください。 

・実施場所の変更 

・実施期間の変更 

  ※申請時の始期又は終期が概ね３ヶ月を超える変更の場合 

・実施内容の変更 

  ※イベントの趣旨は変わらないものの、イベントの構成要素が

大きく変更になる場合 

 

実施内容の変更例 

・イベントの一構成要素のステージイベントを中止し、新たに抽選会を実施。 

・歳末セール＆イルミネーションイベントのセール部分を中止。 

 

 

 

不 要 
（＝軽微な変更） 

・事業名称の軽微な変更 

・実施期間の変更 

※申請時の始期又は終期が概ね３ヶ月以内の変更の場合 

・実施内容の軽微な変更 

 

事業名称の軽微な変更例 

□□商店街夏祭り 

 ・□□商店街夏祭（送り仮名削除） 

 ・□□商店街サマーフェスティバル（英語に変更） 

 ・２０２６□□商店街夏祭り（西暦を追加） 

 ・□□商店街なつまつり（ひらがなに変更） 

・夏祭り（商店街名の削除） ※追加の場合にも申請不要 

 

事業内容の軽微な変更例 

・周知チラシの枚数を「１０，０００枚」から「８，０００枚」に変更。 

・景品を「テーマパークチケット」から「商品券」に変更。 

  



以下の場合は変更が認められません。 

中止扱いとなり、全ての経費が補助対象外となります。 

 

不 可× 
（＝中止扱い） 

・交付決定時の内容と事業の趣旨が大きく異なるもの 

・大幅な事業計画の変更 

 

変更承認不可の例（＝中止扱い） 

※当初のイベント名称から連想される事業を一切実施しない場合等 

 

・「餅つき大会」から「歳末セール」に事業名称を変更し、「餅」に関する催しを一切行わない。 

 

 

（２）イベントが中止となった場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《原則、補助対象外！！》 
 

ただし...  
天災地変の発生による中止の場合には、下記に該当する経費について補助対

象とすることができます。 

なお、イベントを中止する際には、区までご一報ください。 

 

周知費用 
・当初予定していたイベントを周知した費用 

・イベントの中止を周知した費用 

会場設営費・ 

運営委託費 

・施設・設備の設営に係る経費 

・「中止決定前に契約締結等を行った会場設営費」及び 

「運営委託契約」の約款等により発生したキャンセル料 

景品・記念品

購入費 

・不特定多数の者に、あらかじめ周知した又は 

周知しようとした個数以下の部分の購入費用 

出演料 
・「中止決定前に契約締結等を行った会場設営費」及び 

「運営委託契約」の約款等により発生したキャンセル料 

その他諸経費  

 

≪天災地変の範囲≫ 

①大雨・洪水・大雪等警報  

②警戒レベル３相当以上  

③熱中症特別警戒アラート（熱中症特別警戒情報）  

④熱中症警戒アラート（熱中症警戒情報）  

⑤その他知事が特別に認めたもの 



 

 

 

★ 提出書類一覧・提出期限・提出先 

 

※提出書類は、全て原本のご提出をお願いします。(印刷物、写真等を含む） 

※審査後、領収書等の書類は商店街にお返しします。お返しした書類一式は、翌年度から５年

間は商店街で保存しておいて下さい。 

 

 提出する書類 
記入例 

作成例 

1 .必須  実績報告書   P.48 

2 .必須  別紙２ P.49 

3 .必須  事業費経費別明細 P.50 

4 .必須  現金出納簿   P.51 

5  他商店街との共催事業のみ  経費按分表 P.52 

6  若手・女性支援、女性活躍推進事業のみ  構成員名簿 P.53 

7  景品・記念品がある場合のみ  景品(記念品)払出表 兼 景品受払簿 P.54 

8 
 商店街商品券を景品等とした場合のみ  商店街商品券換金簿 

※区内共通商品券の場合は不要。 
P.55 

9 

 P.3、7該当する場合のみ  

その他台帳（①賃金台帳 ②備品台帳 ③謝礼台帳） 

※①と③については、受領書があれば提出不要。 

P.56 

10  売上・収入(イベントへの寄付等)が発生した場合のみ  売上等報告書 P.57 

11 
 収入(イベントへの寄付等)が発生した場合のみ  協賛金関係書類 
※商店会員からの分担金（負担金）→ 会則、議事録、会員向けの案内通知 

※イベントへの寄付等 → 領収書の写し、又は誰から受け取ったか分かる書類 

P.29～31 

※説明のみ 

12  P.22 該当する場合のみ  議事録等 P.22 

13 .必須  領収書・受領書  P.18～19 

14 

.必須  請求書・納品書、契約書・見積書 

       ※100 万円以上の経費の場合には、3者分の見積書と契約書が 

必須 

P.19 

※説明のみ 

15 .必須  写真（補助対象経費に係る写真） P.23～25 

Ⅳ 実績報告、補助金請求について 



 

 

（１） 提出期限 事業終了後、原則１か月以内 

 

▼ 上記の提出期限が基本です。 

以下①・②に当てはまる事業の場合は、上記と比べて早い期日を期限日として、 

ご提出ください。 

 

① 令和９年２月１日（月）～ 同年同月１５日（月）の間に事業終了した場合 

令和９年３月１０日（水）まで 
 

② 令和９年２月１６日（火）～ 同年３月中の間に事業終了した場合 

令和９年３月１９日（金）まで 
  

 

（２） 提 出 先 中野区商店街連合会事務局（助成金担当） 

住 所：中野区中野２－１３―１４（産業振興センター２階） 

ＴＥＬ：０３－６４５４―１９９５ 

 

  

16 .必須  周知用掲示物の現物（チラシ・ポスター等） P.20～21 

17 .必須  補助金請求書（商→区）  P.58 

18 
支払金口座振替依頼書  

※区に債権者登録されている口座以外の口座に振込む場合 
- 

19 
委任状  

※代表者以外の商店街等会員の名義口座に振込む場合 
- 

 

上記、Ⅳに記載の申請書類（Ⅳ-11～16 以外）は、 

区ＨＰからダウンロード可能です。 

 

 

中野区商店街チャレンジ  検索 

 
※区 HP タイトル「商店街等が行うイベント事業や活性化事業などに助成します」 



★ 実績報告における注意事項 

 

（１）領収書、受領書  

  《一般的な領収書の例》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《アルバイト賃金の受領書作成例》 
   

 

 領 収 書  
令和○年○月○日 

○商店街振興組合 様 

 

 

 

 

 

但し、チラシの印刷代として ＠60×500 枚（A4）  

上記正に領収いたしました。 

 

株式会社中野 

東京都中野区中野○-○-○ 

代表取締役 中野 一郎 

        

￥３０，０００ 

正しい発行日が記載されていること 
＊発注日、支払日等とつじつまが合うこと 正式な商店街名称を記載（略称不可） 

※共催の場合には、代表商店会名に統一すること。 
 

 

印 印
紙 

金額に応じて収入印紙が貼られてあること（消印付き） 

詳細は P.19 ⑤参照 
 
＊電子領収書の場合、収入印紙は不要です。 領収書発行者の住所・社名（団体名）があること 

 

領 収 書（受 領 書） 
令和○○年○月○日 

クルトン商店街振興組合 様 

 

\ １５，６００ － 

但 ○○セール抽選会補助のアルバイト代として  

時給：１，３００円  

勤務時間：５月１３日９時間 １０時～１９時（うち休憩１時間） 

       ５月１４日５時間 １０時～１５時（休憩時間無し） 

 

 

                      東京都中野区中野○－○－○ 

野方 花子  印 

 

 

 
受領者の自筆署名または押印があること。 
※押印の場合は文字がはっきり分かるように押印。 

以下を但し書き欄に記載すること。 
・アルバイト単価 
・日数、時間、休憩時間 
・従事内容 
＊上限額を超えていないか確認するため。 

具体的な購入品名、単価、数量が
記載されていること。 
詳細は P.19 ④参照 

＊品目が多く、但し書きに記載しきれ
ない場合は、内訳書を添付すること。 

※注意※ 

＊東京都の最低賃金を遵守する

こと（時給 1,226 円） 

＊6 時間を超える従事は休憩時間

が必要 

＊8 時間を超える従事は割増賃金 



注意項目 ポイント 
領収書・受領書をやむを

得ず用意できない場合 

①銀行振込 

■現金支払いと同様に領収書を徴収すること。 

以下 2 点を提出 

＊振込明細書 

＊明細が分かる書類 

（請求書、納品書等） 

■100 万円以上の支払いは口座振込（振替）が原則。

実績報告では「口座振込受付票」と「領収書」の両

方を提出すること。 

― 

■振込は商店街名義の口座に限る。 ― 

②レシート ■レシートとは別に領収書を徴収すること。 

※レシートのみの場合は、

レシートに正式な商店街名

が記載されていること。 

③宛名の書き方 

■商店街名は補助金の申請書に記載された正式名称

と同一の名称であること。 

 【共催イベントの場合】代表商店会名に統一する 

― 

④但書 

※但書は必須 

■領収額が 2 万円以上の経費については、内容、単価、

数量等が分かる内訳書（請求書・納品書等）の添付

を必須とする（以下、（2）参照のこと）。 

― 

⑤収入印紙 

■税抜50,000円(税込55,000円)以上の課税文書には

収入印紙の貼布が必要。 
※消費税額の明確な記載が無い場合、金額が 50,000 円で

も収入印紙の貼付が必要。（電子領収書の場合は不要） 

― 

⑥訂正 

■領収印がある場合 

 →訂正印により修正する。（領収印と同じ印鑑） 

 ※金額欄は修正不可のため領収書を取り直すこと。 

■領収印がない場合 

→領収書を取り直すこと。 

― 

⑦ネット注文 

■領収書の提出が原則。やむを得ない場合 → 

■クレジットカード、スマホ決済（PayPay 等）での支

払いは避けること。 

以下 2 点を提出。 

＊領収書の代用 

（商店街名義の振込・代引明

細書） 

＊購入品明細 

（注文確定画面のスクリー

ンショット等） 

 

（２）請求書等  

請求書 

・ 

納品書等 

■領収書の額が 2 万円以上の経費については、請求書または納品書等を添付すること。 

 ※請求書等については、内訳がわかる書類であること。 

※請求日が領収日より後になっている等、つじつまの合わないケースが 

見受けられるため、日付誤りに注意すること。 

■景品発送の場合、「発送伝票」又は「出荷明細書」を添付すること。 

契約書 

・ 

見積書 

■1 件 100 万円以上の経費については、以下①②を行うこと。 

①3 業者から見積書を徴収する。 

②契約書を作成する。 

※当初から事業内容が分かっていて、同一会社に発注する予定の場合、1 つの見積書 

にまとめて作成を依頼し、100 万円以上の場合は契約書を作成すること。 

■契約書は、契約の分類および金額に応じて収入印紙を貼り、消印を押すこと。 



 

２０２６年１２月１日～１２月２４日 

お楽しみ抽選会 
 １２月２４日開催！ 

期間中、商店街加盟店にて 1,000 円のお買い物につき 

抽選券１枚を差し上げます！ 

特 賞 
中野区デジタル地域通貨（ナカ

ペイ）１万円分 
５本 

１等 商店街商品券 ５千円分 １０本 

２等 お米 ５㎏ ５０本 

３等 商店街商品券 １千円分 ５０本 

残念賞 ティッシュ １００本 

 
抽選会にご来場の方先着２００名様に 

ジュースをプレゼント！       

○○商店街振興組合 

（３）チラシ、ポスター等掲示物類  

  《ポスターチラシの作成例》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター、チラシに協賛企業等名が入っている場合は、 

協賛金を差し引きます！！ ※協賛金は必ず収益計上してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特賞 なかのぺい ５本 

１等 商店街商品券 １０本 

２等 お米 １袋 ５０本 

残念賞 生活用品等 もれなくプレゼント！！ 

 

正式なイベント名を記載(略称不可)  

イベントの期間を記載 

抽選会等を実施する場合は、

参加条件を記載すること。 

各景品の等級・景品名・数量

(本数)を明記。明記されてい

ない場合は補助対象外。 

品物の種類が多く掲載できな

い場合は、別に一覧表を掲示。 

無料配布品や記念品の 

用意数を明記。 

※詳細は P.21 ①参照 正式な商店会名を記載 

※景品表記の悪い例 

※ 等級ごとに品名を明記すること（商店街商品券 〇〇円分 等） 

※「等」などまとめた表記は× 

※「１袋」や「もれなく」など量が特定できない曖昧表現も× 

ナカペイ使用時は、正式な景品名

を記載すること(略称不可)  

抽選会場にも掲示

し、その様子を撮影

して提出すること。 












